Party-State Manque: Ne Win and the Burma Socialist Programme Party by 中西, 嘉宏
Title未完の党=国家 : ネー・ウィンとビルマ社会主義計画党
Author(s)中西, 嘉宏













Ne Win and the Burma Socialist Programme Party
NAKANISHI Yoshihiro＊
This article examines Ne Win’s attempt to construct a party-state in Burma. Previous studies have argued
that Ne Win built the Burma Socialist Programme Party (BSPP) in 1962 as a political organization to cam-
ouflage his dictatorship and military rule. In this article I suggest that Ne Win tried to construct a party-
state in the 1970s by changing the rules governing appointment to top state positions, but failed. 
From 1962 to 1970, the Revolutionary Council consisted of military officers favored by Ne Win,
directors of the Ministry of Defense, and regional commanders of the Army. It began to change in
1971, when Ne Win formed the Central Executive Committee (CEC) within the BSPP for top decision-
making. In 1972, he compelled most CEC members to retire from the military and did so himself.
Many CEC members who concurrently held ministerial posts resigned in 1973, effectively separating
the CEC from the military and the government. At the third Party Conference in February 1977, Ne
Win began to change the type of people appointed to the CEC. Five new members of the third CEC
were retired officers who had transferred from the military to the party in the 1960s and rose in the
party. They were not former directors of the Ministry of Defense or former regional commanders, but
party leaders. This means Ne Win began to shift his power base from the military to the BSPP.
But in an attempt that came to light later, some party leaders tried to unseat Ne Win in the elec-
tion of the Central Committee at the third Party Conference. Ne Win then purged 113 party mem-
bers including new CEC members and appointed the fourth Central Committee in November 1977.
Ne Win never again appointed people to the CEC who had risen through the party. Subsequently,
until 1988, the BSPP functioned primarily to camouflage his military dictatorship.
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革評役職 名前 階級（軍種） ポスト
議長 ネー・ウィン 将軍（陸軍） 国軍司令部参謀総長
議員 アウン・ジー 准将（陸軍） 国軍司令部参謀次長（陸）
議員 タン・ペ 准将（海軍） 国軍司令部参謀次長（海）
議員 Ｔ．クリフ 准将（空軍） 国軍司令部参謀次長（空）
議員 ティン・ペ 准将（陸軍） 国軍司令部兵站局長
議員 タン・セイン 大佐（陸軍） 国軍司令部陸軍高級参謀
議員 チョー・ソー 大佐（陸軍） 国軍司令部人事局長
議員 チッ・ミャイン 大佐（陸軍） 国軍司令部副兵站局長
議員 キン・ニョー 大佐（陸軍） 国軍司令部教育総監
議員 フラ・ハン 大佐（陸軍） 国軍司令部医務総監
議員 サン・ユ 准将（陸軍） 西北軍管区司令官
議員 セイン・ウィン 准将（陸軍） 中央軍管区司令官
議員 タウン・チー 大佐（陸軍） 東南軍管区司令官
議員 チ・マウン 大佐（陸軍） 西南軍管区司令官
議員 マウン・シュエ 大佐（陸軍） 東部軍管区司令官
議員 ソー・ミン 大佐（陸軍） 国境地域行政長官
議員 タン・ユ・サイン 大佐（陸軍） 人民警察副長官


































































































































































































































公務員 非公務員 スタッフ 協力者
1 特別幹部講座 1 24 24
2 副委員長・書記長講座 1 21 21
3 地区監察幹部講座 1 117 117
4 地区監察幹部再教育講座 1 41 41
5 高等講座 1 16 4 20
6 指導講座 6 41 1 109 6 70 227
7 党組織化講座 7 408 189 597
8 基礎政治学講座 23 51 2,185 101 446 328 445 3,556
9 党組織化・管理再教育講座 6 315 181 496
10 基礎政治学管理講座 8 19 504 31 212 55 26 847
11 党組織化・基礎軍事教練講座 3 237 237
12 少数民族幹部講座 3 14 25 6 50 95
13 労働者講座 30 8,976 1,763 252 172 11,163
14 農民講座 18 5,921 444 479 81 171 7,096
15 国家農民評議会組織化講座 1 4 111 115
16 国家労働者評議会組織化講座 2 56 5 112 8 38 219
17 農業機械化補助員講座 1 37 4 41
18 国家労働者評議会管理講座 13 1,023 120 179 59 1,381
19 国家農民評議会管理講座 6 105 134 42 99 59 439
20 郡国家農民評議会活動講座 3 558 558
21 人民講座 2 5 53 3 6 33 100
22 党事務所管理講座 19 1,751 1,751
合　計 156 6,152 13,449 2,551 4,892 941 1,156 29,141
























































































階級（軍種）名前 年齢 中執内の役職 革評役職 兼務状況
大将（陸軍）ネー・ウィン 61 委員長 議長 首相，国防省，国軍参謀総長
准将（陸軍）サン・ユ 54 委員 議員 副首相，財務相，国家計画相，陸軍参謀
次長
大佐（陸軍）タウン・チー 49 委員 議員 農林相，土地国有化相
大佐（陸軍）チョー・ソー 53 委員 議員 工業相，労働相
大佐（陸軍）フラ・ハン 53 委員 議員 内務相，法務相，地方行政民主化相，
宗教相，灌漑・国民登録・国勢調査相
大佐（陸軍）マウン・シュエ 51 委員 議員 外務相，教育相，保健相
准将（空軍）タウン・ダン 48 委員 議員 情報相，文化相，救済・定住・民族団結
相，社会福祉相，空軍参謀次長
大佐（陸軍）マウン・ルウィン 47 委員 議員 貿易相，協同組合相
大佐（陸軍）マウン・ルウィン 53 委員 議員 国家計画省副大臣
大佐（陸軍）セイン・ミャ 49 委員 議員 内務省副大臣，カチン戦略司令部司令官
文民 バ・ニェイン 55 委員 議員 協同組合省副大臣
大佐（陸軍）ティン・ウ 44 委員候補 議員 中央軍管区司令官
准将（海軍）タウン・ティン 49 委員候補 議員 鉱山相，海軍参謀次長
大佐（陸軍）マウン・マウン・カ 52 委員候補 （前議員）工業省副大臣



























階級（軍種）名前 年齢副大臣職 就任前の主要なポスト 離任後のポスト
退役（陸軍）トゥン・ティン 49 協同組合省 国軍司令部教育総監 協同組合相
准将（陸軍）ティン・ウ 44 国防省 中央軍管区司令官 国防相
退役（陸軍）バン・クー 46 社会福祉省 東南軍管区副司令官 社会福祉相
中佐（陸軍）マウン・チョー 40 鉱業省 軍需品製造局局長，兵器工場長，工業省重 工業相
工業GM，財務省ワージー計画局長
退役（陸軍）ティン・チョー 51 建設省 党監察委員会副委員長（64–65）→建設省次官， 建設相
建設公社副総裁，採石公社総裁
退役（陸軍）エ・ガウン 50 農林省 農林省次官 農林相
退役（陸軍）タ・チョー 50 運輸・通信省 運輸・通信省次官 運輸・通信相
退役（空軍）チッ・キン 52 内務・宗教省 国軍司令部情報局長 情報相
退役（陸軍）エ・マウン 50 文化省 中央人民農民評議会副議長 文化相
文民 アウン・ミ 58 労働省 中央人民労働者評議会副議長 74年更迭





階級（軍種）名前 年齢副大臣職 就任前の主要なポスト 離任後のポスト
准将（陸軍）チョー・ティン 50 国防省 陸軍参謀次長 国防相
大佐（陸軍）ティン・スウェ 49 総理府 国防省副大臣 第１工業相
大佐（陸軍）キン・オウン 52 運輸・通信省 ヤンゴン軍管区司令官 運輸・通信相
大佐（陸軍）タン・ティン 47 鉱山省 西南軍管区司令官 鉱山相
退役（陸軍）ミャ・マウン 50 情報省 党中央委員会本部教育局局長 情報・文化相
大佐（陸軍）フラ・マウン 54 第１工業省 内務省次官，法務省次官 国家評議会議員
退役（陸軍）アウン・プイン 51 貿易省 西南軍管区副司令官，イラワジ管区地方党 77年更迭
委員会委員長




階級（軍種）名前 年齢副大臣職 就任前の主要なポスト 離任後のポスト
大佐（陸軍）ティン・スウェ 49 国防省 東南軍管区司令官 第１工業相
退役（陸軍）オウン・チョー 47 内務・宗教省 第77歩兵師団副師団長 社会福祉・
労働相
退役（陸軍）ミョー・ミン 49 計画・財務省 農林省局長，農業公社総裁 78年更迭
退役（陸軍）テイン・ニュン 50 貿易省 マグエ管区治安行政委員会委員長 77年更迭
退役（陸軍）ミン・アウン 50 運輸・通信省 党本部農民局書記長補佐 80年更迭
退役（陸軍）テイン・トゥー 51 協同組合省 チン州治安行政委員会委員長 77年更迭
退役（陸軍）キン・ニェイン 47 保健省 タニンダリー管区党監察委員会副委員長 80年更迭
退役（陸軍）アウン・トゥン 51 教育省 士官学校校長，バゴー管区地方党委員会委員長 75年更迭
退役（陸軍）チョー・カイン 45 労働省 南西軍管区副司令官，地方党委員会委員長 75年更迭
退役（陸軍）フラ・ティン 49 建設省 党中央委員会本部組織局局長 75年更迭
退役（陸軍）キン・マウン・ティ 47 内務・宗教省 カレン州地方党委員会委員長 81年更迭
退役（陸軍）ウィン 53 外務省 外務省次官 77年更迭
中佐（陸軍）ティン・マウン 51 情報省 ザガイン管区治安行政委員会委員長 77年更迭
退役（陸軍）ティン・ウ 53 工業省 カヤー州地方党委員会委員長 75年更迭
































































































選出母体（該当管区・州） 候補者 委員 候補 落選 委員選出率（％）
第１地区（マンダレー管区） 10 （6） 0 （0） 1 （0） 9 （6） 0 （0）
第２地区（マグエ管区） 10 （5） 1 （0） 0 （0） 9 （5） 10 （0）
第３地区（チン特別州） 6 （3） 1 （1） 1 （0） 4 （2） 17 （33）
第４地区（ザガイン管区） 6 （1） 1 （0） 0 （0） 5 （1） 17 （0）
第５地区（カチン州） 7 （3） 2 （0） 2 （1） 3 （2） 29 （0）
第６地区（シャン州（北部）） 7 （3） 2 （0） 3 （2） 2 （1） 29 （0）
第７地区（シャン州（東部）） 3 （1） 0 （0） 2 （1） 1 （0） 0 （0）
第８地区（シャン州（南部）） 8 （1） 1 （0） 4 （1） 3 （0） 13 （0）
第９地区（カヤー州） 3 （1） 1 （0） 1 （0） 1 （1） 33 （0）
第10地区（カレン州） 4 （0） 0 （0） 2 （0） 2 （0） 0 （0）
第11地区（テナセリム管区） 10 （5） 0 （0） 2 （0） 8 （5） 0 （0）
第12地区（イラワジ管区） 9 （4） 1 （1） 2 （0） 6 （3） 11 （0）
第13地区（アラカン州） 9 （4） 0 （0） 3 （2） 6 （2） 0 （0）
第14地区（バゴー管区） 24 （8） 3 （1） 1 （0） 20 （7） 13 （13）
第15地区（ラングーン管区） 34（20） 8 （4） 6 （2） 20（14） 24 （20）
党地区代表合計（ａ） 150（65） 21 （7） 30 （9） 99（49） 14 （11）
党本部内支部 2 （1） 1 （1） 1 （0） 0 （0） 50（100）
中央政治学学校 2 （2） 2 （2） 0 （0） 0 （0） 100（100）
党組織中央委員会 96（76） 86（69） 9 （6） 1 （1） 90 （91）
党本部代表合計（ｂ） 100（79） 89（72） 10 （6） 1 （1） 89 （91）
国軍党大会代表（ｃ） 50（50） 40（40） 10（10） 0 （0） 80 （80）



































































軍種 階級 候補者 委員 候補 委員選出率（％）
将軍 1 1 0 100
准将 1 1 0 100
大佐 41 41 0 100
陸軍 中佐 44 36 8 82
少佐 19 17 1 89
大尉 67 5 13 7
中尉 1 0 1 0
准将 1 1 0 100
海軍 中佐 4 3 1 75
少佐 4 3 1 75
准将 1 1 0 100
空軍
大佐 1 1 0 100
中佐 3 3 0 100
少佐 6 6 0 100



















階級（軍種） 名前 民族 71年時点での軍・党のポスト
大佐（陸軍） ヤン・ナウン・ソー ビルマ 第77歩兵師団副師団長
大佐（陸軍） ソー・テイン ビルマ 東部軍管区司令部参謀長
大佐（陸軍） フラ・ペ ビルマ ヤンゴン軍管区第１作戦参謀
退役（陸軍） テイン・ニュン ビルマ 西北軍管区第２訓練部隊隊長
退役（陸軍） チン・ティン ビルマ 軍艦艦長
退役（陸軍） トゥン・ミャ ビルマ 第12地区監察委員会事務長
退役（陸軍） フラ・マウン ビルマ 郡党支部支部長
退役（陸軍） サイ・マイン シャン 郡党支部支部長
退役（陸軍） ピーター・ラ・スン・ガウン カチン 郡党支部支部長
退役（陸軍） チョー・マウン ヤカイン 郡党支部支部長
文民 ラ・ズワン・タン カチン 郡党支部書記長
文民 ソー・エー カヤー 郡党支部執行委員会委員
文民 サイン・サン・トゥン シャン 郡党支部支部長
文民 ソー・ニュン・アウン ダヌ 郡党支部支部長
文民 バ・ピュー パオ 郡党支部支部長
文民 ソー・シュエ・レイ ビルマ 郡党支部支部長
文民 マウン・マウン・エ ビルマ 党細胞書記長
文民 テッ・トゥン パラウン 郡党支部支部長
文民 ソー・ハン・テイン ポーカレン 郡党支部書記長
文民 チャ・ジー モン 郡党支部支部長
文民 キン・マウン モン 郡党支部支部長






















































































階級（軍種）名前 年齢 キャリア・パス 分類
退役（陸軍）タン・セイン 48 陸軍高級参謀→運輸・通信相→国家評議会議員 政務組
准将（陸軍）エ・コ 56 軍管区司令官→陸軍参謀次長，中央委員 軍務組
准将（空軍）ソー・ピュー 49 空軍高級参謀→空軍参謀次長，中央委員 軍務組
退役（陸軍）ティン・ウィン・ニョー 48 軍管区第１作戦参謀→マグエ管区地方党委員会委員 上位党務組
長，中央委員
退役（陸軍）ゾー・ウィン 51 軍管区副司令官→運輸・通信省高官，党細胞リー ダー 上位党務組
→党規律委員会書記長，中央委員
退役（陸軍）サン・シェイン 47 大隊長→基政受講＊→党地区監察委員会副委員長 上位党務組
→マンダレー管区地方党委員会委員長，中央委員
退役（陸軍）トゥン・リン 55 大隊長→党監察委員会副委員長→党本部組織局局長 上位党務組
→党中央委員会及び中央執行委員会書記局第一書記，
中央委員，国評議員＊
退役（空軍）チョー・ゾー 54 空軍基地司令官→党監察委員会副委員長→党本部農 上位党務組
民局書記長補佐→党中央委員会及び中央執行委員会
書記局局員，中央委員，国評議員















































































階級（軍種）名前 年齢 キャリア・パス 分類
准将（海軍）チッ・フライン 53 イラワジ海軍基地司令官→海軍参謀次長 軍務組
大佐（陸軍）セイン・トゥン 50 国軍司令部訓練局第１参謀→海外大使 軍務組
→国軍司令部大砲・戦車局長
大佐（陸軍）セイン・ルウィン 53 軍管区司令官→協同組合相→運輸・通信相 政務組
→内務・宗教相
退役（陸軍）トゥン・ティン 54 国軍司令部教育総監→共同組合省副大臣 政務組
→労働相→協同組合相
退役（陸軍）エ・ガウン 56 軍務→農林省次官→農林省副大臣→農林相 政務組
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